
９
・
６
Ｍ
Ｗ
（
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
の
風
車
25

基
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
発
電
出
力
は

最
大
22
万
ｋ
Ｗ
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
で
、
約

17
万
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
る
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

23
年
度
中
に
は
着
工
、
25
年
度
中
の
運
転

開
始
の
見
込
み
で
す
。

大
久
保
　
も
う
間
も
な
く
で
す
ね
。
グ
リ

ー
ン
面
で
の
資
金
使
途
と
し
て
、
ほ
か
に

注
力
さ
れ
る
使
い
道
は
あ
り
ま
す
か
？

北
橋
　
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
関
門
海
峡
の

橋
や
ト
ン
ネ
ル
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、

豪
雨
災
害
時
の
備
え
も
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
下
関
北
九
州
道
路
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
司
港
地
域
に
は
老

朽
化
が
進
む
公
共
施
設
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
門
司
港
駅
周
辺
に
集
約
し

て
複
合
化
・
多
機
能
化
を
図
り
、
環
境
負

荷
を
低
減
さ
せ
る
計
画
も
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
さ
ら
に

推
進
す
る
う
え
で
も
、
こ
れ
ら
の
計
画
が

今
後
事
業
化
さ
れ
た
際
は
、
環
境
改
善
効

果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
伺
い
た
い
思
っ

て
い
ま
す
。
次
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
（
社
会
）

面
で
の
資
金
使
途
に
つ
い
て
、
北
九
州
市

の
魅
力
の
一
つ
に
「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」
が
挙
げ
ら
れ
、
今
回
の
資
金
も
「
子

育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
」
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使
わ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
子
育
て
や
教
育
に
つ
い
て

の
市
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

北
橋
　
市
民
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
年

齢
、
世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
行
政
ニ
ー
ズ

が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
世
代
と
な
る
青

少
年
を
大
事
に
育
て
る
こ
と
は
最
も
重

要
な
こ
と
と
多
く
の
人
が
認
識
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
本
市
の
基
本
方
針
の

一
つ
に
「
人
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
、
そ
の

な
か
で
「
子
育
て
、
教
育
日
本
一
」
を
実

感
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
希
望
す
れ
ば
全
員
が
入
れ
る
よ

う
に
施
設
を
整
備
し
た
り
、
中
学
校
に

学
校
給
食
や
暖
房
を
導
入
し
た
り
、
ま

た
、
特
別
支
援
学
校
の
建
物
も
老
朽
化

し
て
い
た
の
で
改
築
を
行
う
な
ど
し
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
し
て
い
く

な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
「
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
」
を
感
じ
て
成
長
し
て
い
く
環

境
に
な
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
で
も

精
い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
久
保
　
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
よ
う
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
株

式
の
世
界
で
は
一
般
化
し
て
い
ま
す
が
、

債
券
の
分
野
で
は
ま
だ
進
ん
で
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
今
回
は
先
駆
的
な
取

り
組
み
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

北
橋
　
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド

の
発
行
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。
今
後

と
も
投
資
家
と
の
対
話
、
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
８
年

に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
か

ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
向
け
た
世
界
の
モ

デ
ル
都
市
」
に
ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
選

定
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

大
久
保
　
か
つ
て
北
九
州
市
が
直
面
し
た

公
害
問
題
と
同
様
に
、
自
動
車
業
界
で
も

環
境
に
影
響
す
る
大
き
な
問
題
に
向
き
合

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
豊て

し
ま島

問
題
」
と

い
わ
れ
、
瀬
戸
内
海
に
あ
る
香
川
県
の
豊

島
と
い
う
島
に
使
用
済
み
自
動
車
の
破
砕

く
ず
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
が
大
量
に
不
法

投
棄
さ
れ
た
事
件
で
す
。
こ
の
事
件
を
き

っ
か
け
と
し
て
２
０
０
５
年
１
月
に
本
格

稼
働
し
た
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
を
始
め
、
自
動
車
業
界

に
よ
る
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
安
定
運
用
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
自
動
車
ユ

ー
ザ
ー
を
始
め
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
わ
る
事
業
者
の
役
割
を
明
確
に
し
た
点

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
廃
車
か
ら
有
用
な

部
品
や
金
属
資
源
な
ど
を
回
収
し
た
後
に

残
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
や
ゴ
ム
な
ど
）
と
い
わ
れ
る
破
砕
く

ず
な
ど
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
費
用
を
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
し
て

自
動
車
購
入
時
に
前
払
い
し
て
い
た
だ
く

点
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
こ
の
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
お
預
か
り
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
を
持
続
可
能
な
社
会
に
役
立
て
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
債
券
に
よ
る
運
用
を

開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
久
保
　
今
回
発
行
さ
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
の
グ
リ
ー
ン
（
環
境
）
面

で
の
資
金
使
途
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
事

業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
概
要
や
開
始
の
理

由
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

北
橋
　
１
９
９
０
年
代
に
な
っ
て
日
本
で

も
資
源
循
環
に
取
り
組
む
中
、
本
市
若
松

区
に
日
本
初
の
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
『
北
九

州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
』
を
創
設
し
、

自
動
車
や
家
電
製
品
の
部
品
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
将
来
は

世
界
的
に
脱
炭
素
の
動
き
が
加
速
す
る
に

つ
れ
て
新
し
い
産
業
投
資
が
始
ま
る
と
予

測
し
、
さ
ら
に
こ
の
周
辺
に
広
大
な
産
業

用
用
地
が
あ
っ
て
港
湾
イ
ン
フ
ラ
を
生
か

せ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
が
後
れ
を
と
っ
て

い
た
洋
上
風
力
発
電
に
着
目
し
、
12
年
前

に
取
り
組
む
決
意
を
し
ま
し
た
。

大
久
保
　
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
北
九
州
市
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
に
投
資
し
た
の
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
と
い
う
環
境
改

善
効
果
に
着
目
し
た
か
ら
で
し
た
。「
風
力

発
電
関
連
産
業
の
総
合
拠
点
化
」
は
、
具

体
的
に
ど
う
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

北
橋
　
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
段
階
的
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
国
内
最
大
級
の
「
洋
上

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
」
の
誘
致
が
実
現
し
、
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北橋健治
きたはし・けんじ●1953年生まれ。北九州市市長。東京大学法学部卒業。33歳で
衆議院議員に初当選し6期を務める。2007年に同市長に就任、現在4期目に至る。

SDGs未来都市の取り組みの一環として
引き続きSDGs債を発行し、
投資家との対話や情報発信に努めていきます。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
や
、

未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
強
化
。
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大
久
保
英
明
さ
ん（
以
下
、
大
久
保
）　
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
２
０
０
０

年
に
設
立
さ
れ
た
『
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
』
は
、
自

動
車
購
入
時
に
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
お
預
か
り

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
使
用
済
み
自
動

車
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
適
切
に
管
理
・

運
用
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
か
ら
こ

の
料
金
の
一
部
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
」（
環
境

課
題
や
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
事

業
へ
の
資
金
を
調
達
す
る
債
券
）
に
よ
り

運
用
す
る
こ
と
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

Ｒ
Ｃ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
自
治
体

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
北
九
州
市
が

発
行
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
に
２
年
連
続
で
投

資
し
、
今
回
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（
目
的

を
持
っ
た
対
話
）
を
実
施
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
資
金
の
使
途
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
直
接
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
多

く
の
気
づ
き
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
橋
健
治
さ
ん（
以
下
、
北
橋
）　
こ
の
よ

う
な
機
会
は
、
自
治
体
の
取
り
組
み
に
対

す
る
認
知
度
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
債
の
発
行
に
際
し
て
投
資
家
の
要
望

に
応
じ
て
詳
細
を
検
討
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
本
日
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
北
九
州
市
は
２
０
２
１
年

10
月
に
日
本
の
自
治
体
と
し
て
初
め
て

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
」（
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ジ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に

関
す
る
取
り
組
み
に
貢
献
へ
。

ェ
ク
ト
の
双
方
へ
資
金
が
充
当
さ
れ
る
債

券
）
を
発
行
し
、
２
０
２
２
年
９
月
に
も

２
回
目
を
発
行
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
向
け
た
強
い
決
意
を
内
外
に
示
す
絶

好
の
機
会
と
捉
え
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
の
発
行
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

大
久
保
　
北
九
州
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

る
取
り
組
み
の
背
景
と
、
そ
の
方
針
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

北
橋
　
本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の

出
発
点
は
、
１
９
６
０
年
代
に
深
刻
な
公

害
問
題
に
直
面
し
た
際
の
市
民
、
企
業
、

行
政
の
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
し
た
。

　
80
年
代
に
は
、
世
界
に
お
け
る
公
害
克

服
の
成
功
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
公
害
克
服
の
過
程
で
市
民
力
、
技
術
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
り
、
国
際
的
な
環
境

の
技
術
移
転
や
リ
サ
イ
ク
ル
循
環
型
社
会

づ
く
り
に
こ
れ
ら
を
生
か
す
、„
世
界
の
環

境
首
都
“
を
目
指
そ
う
と
市
民
が
力
を
合

わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し

自動車リサイクルおよび適正処理の
促進に関する各種事業を行うことに
より、資源の有効な利用の向上およ
び環境の保全に貢献する公益法人。

『自動車リサイクル
促進センター』
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JARCが管理・運用するリサイクル料金の投資対象はグリーンボンドをはじめとしたSDGs債がふさわし
いが、発行する自治体はまだ少ないのが現状。発行する自治体が増えれば、自動車ユーザーがJARC
の資金運用を通じて持続可能な社会への実現にさらに貢献できる。

新たな投資家が増えることで、自治体の認知度向上や、資金調達基盤の強化につながるため、自治体
によるSDGs債の発行がさらに増加してSDGs債マーケットが活性化する。そのためにも、情報発信、レ
ポーティング、独自性のある事業の創出が大事。

投資家と発行体が直接対話することで大きな気づきを得ることができ、エンゲージメントの推進がよい緊張
感と互いが切磋琢磨する環境を生み出す。その結果、SDGs債マーケットの質が向上することにつながる。

『
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
』が
、

自
治
体
発「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
債
」に
懸
け
る
未
来
。

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
自
治
体
で
創
る
、

持
続
可
能
な
社
会
。

［ JARCが自治体のSDGs債に期待すること ］

［ 自治体がSDGs債に期待すること ］

SDGs債を発行する自治体の増加

マーケットの拡大と多様な投資家の参入

発行体と投資家のエンゲージメントの活性化

実際にJARCが投資を行った銘柄は、自治体・法人合わせて21銘柄。
SDGs債の投資残高は211億円。

SDGs債を介して生まれる対話と信頼関係が、持続可能な社会・未来につながる。

SDGs債を
活用した事業例

（写真：PIXTA）

大久保英明
おおくぼ・えいめい●1964年生まれ。公益財団法人自動車リサイクル促進センター業務
執行理事（CFO）。安田火災（現損害保険ジャパン株式会社）入社後、神奈川自動車営
業部長、執行役員関西第二本部長、常務執行役員九州本部長を経て21年7月から現職。

自動車ユーザーからお預かりしたリサイクル料金を
自治体のSDGs債により運用することで、
持続可能な社会につなげていきたい。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
推
進
す
る
自
治
体
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
福
岡
県
北
九
州
市
。

そ
の
市
長
で
あ
る
北
橋
健
治
さ
ん
に
、『
公
益
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
』（
以
下
、Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

業
務
執
行
理
事（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）の
大
久
保
英
明
さ
ん
が
、北
九
州
市
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
債
」の
在
り
方
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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